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保
育
園
設
置
条
例
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町

で
進
め
て
き
た
豊
間
根
保
育
園

の
民
営
化
の
引
き
受
け
法
人
が

決
定
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
豊
間

根
保
育
園
の
運
営
は
「
社
会
福

祉
法
人
三
心
会
」
に
移
管
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
内
の
保
育
施
設
は
、
町
立

が
四
施
設
、
私
立
が
五
施
設
あ

り
ま
す
が
、
出
生
数
の
減
少
や

保
育
園
全
体
の
定
員
数
の
減
少

と
い
う
状
況
の
中
で
、
山
田
町

行
政
改
革
大
綱
や
就
学
前
施
設

運
営
検
討
委
員
会
か
ら
「
民
間

に
で
き
る
こ
と
は
民
間
で
」
と

の
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
、
町
で
は
民
間
の

力
を
借
り
な
が
ら
、
可
能
な
限

り
多
様
な
保
育
メ
ニ
ュ
ー
が
提

供
で
き
る
よ
う
に
し
、
保
育
施

設
全
体
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ

る
た
め
に
保
育
園
の
民
営
化
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

民
営
化
に
当
た
っ
て
、
引
き

受
け
法
人
の
公
募
を
八
月
二
十

九
日
か
ら
九
月
二
十
八
日
の
期

間
で
行
い
、
応
募
法
人
の
書
類

審
査
・
面
接
会
な
ど
を
実
施
し

た
結
果
、
同
法
人
を
引
き
受
け

法
人
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
豊
間
根
保
育
園
の
民

営
化
が
決
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、

引
き
受
け
法
人
に
対
し
て
、
園

舎
を
無
償
で
譲
渡
す
る
こ
と
も

決
ま
り
ま
し
た
。

主
な
質
疑
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

町
の
姿
勢
は
「
民
間
に

で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」
と
の

問

考
え
で
あ
る
。
受
け
手
が
な
い

場
合
の
考
え
方
は
。

方
針
と
す
れ
ば
可
能

な
限
り
民
営
化
を
進
め
る
が
、

受
け
皿
が
な
い
場
合
は
、
町
の

責
任
で
継
続
す
る
。

民
営
化
に
よ
り
保
育

水
準
が
低
下
し
な
い
か
。

保
育
メ
ニ
ュ
ー
を
増

や
し
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
上
げ

て
も
ら
う
こ
と
で
応
募
を
い
た

だ
い
た
。
引
き
受
け
法
人
と
は

連
携
を
と
り
、
進
め
て
い
く
。

答 問 答

山
田
町
林
産
物
展
示
販
売
施

設
（
道
の
駅
や
ま
だ
）
の
管
理

に
つ
い
て
、
山
田
町
特
産
品
販

売
協
同
組
合
を
指
定
管
理
者
と

し
て
指
定
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
は
、
多
様

化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
効
果

的
・
効
率
的
に
対
応
す
る
た
め
、

公
の
施
設
の
管
理
に
民
間
の
能

力
を
活
用
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
経
費
の
節
減
な
ど
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
、「
山
田
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
」

の
指
定
に
続
き
二
例
目
と
な
り

ま
す
。

指
定
の
理
由
と
し
て
、
本
町

初
の
産
直
施
設
と
し
て
、
平
成

十
一
年
五
月
一
日
の
オ
ー
プ
ン

以
来
、
当
組
合
に
管
理
運
営
を

委
託
し
て
き
た
こ
と
な
ど
か
ら

指
定
管
理
者
と
し
て
選
定
さ
れ

ま
し
た
。
指
定
の
期
間
は
、
平

成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

で
す
。

「
社
会
福
祉
法
人
三
心
会
」が
平
成
18
年
４
月
か
ら
運
営

山田町特産品販売協同組合が管理・運営

４月１日から指定管理者として「山田町特産品販売協
同組合」により管理・運営が行われる『道の駅やまだ』

４月１日から民営化となる豊間根保育園
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三
陸
の
海
を
放
射
能
か
ら
守
る

議
員
発
議
の
意
見
書
を
可
決

「
三
陸
の
海
を
放
射
能
汚
染

か
ら
守
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
」
が
議
員
発
議
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
青
森
県
六
ケ
所
村
に
建

設
さ
れ
た
核
燃
料
再
処
理
工
場

で
予
定
さ
れ
て
い
る
、
使
用
済

み
核
燃
料
を
使
用
し
て
の
試
験

操
業
に
よ
り
、
処
理
の
過
程
で

生
じ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
や
ヨ
ウ
素
、

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
な
ど
の
放
射
能

を
含
む
廃
液
が
排
出
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
放
射
能
か
ら
三
陸
の

海
と
漁
業
、
食
の
安
全
と
住
民

の
健
康
を
守
る
た
め
、
▽
安
全

が
確
認
さ
れ
る
ま
で
試
験
操
業

の
中
止
▽
三
陸
沿
岸
の
漁
場
、

海
水
浴
場
な
ど
で
再
処
理
工
場

一
般
会
計
に
三

千
六
百
二
十
八
万

円
を
追
加
す
る
な

ど
、
補
正
予
算
七

件
が
提
案
さ
れ
、

審
議
の
結
果
す
べ

て
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
一
般
会

計
の
補
正
は
、
国

県
支
出
金
の
内
示

に
基
づ
く
事
業
費

の
増
減
や
組
み
替

え
、
現
時
点
に
お

け
る
町
税
収
入
の

見
込
み
増
、
財
政

調
整
基
金
繰
入
金

の
減
額
な
ど
が
骨

子
で
、
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
。

▽
町
民
税
…
三
千
七
百
八
十
一

万
円
の
増

▽
地
方
交
付
税
…
六
千
二
百
五

万
円
の
増

▽
民
生
費
国
庫
負
担
金
…
千
百

十
万
円
の
増

▽
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
…
八

千
万
円
の
減

▽
国
有
提
供
施
設
等
所
在
市
町

村
助
成
交
付
金
（
本
町
の
自

衛
隊
施
設
が
基
地
交
付
金
の

対
象
施
設
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
）
…
五
百
七
十
四

万
円
の
増

▽
社
会
福
祉
総
務
費
…
千
四
百

九
十
二
万
円
の
増

▽
道
路
総
務
費
…
三
百
五
十
万

円
の
増

▽
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
…
二

百
万
円
の
増

一般会計に3,628万円を追加

３日間の会期で開かれた第４回定例会
今議会では、防災対策を中心に議論が展開されました
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第２回臨時会
第２回臨時会が、11月28日に開かれまし

た。町からは、人事院勧告による一般職の
給与に関する条例改正案など３件が提案さ
れ、審議の結果、全て原案どおり可決され
ました。

人事院勧告により給与を改定
人事院勧告に基づく国家公務員の給与改

定を受け、町もこれに準じて職員の給与を
改めることになりました。今回の改正は、
�扶養手当（配偶者分）月額13,500円を
13,000に減額�期末手当を一人当たり約
１万６千円減額�月額給料を0.3％引き下
げ�勤勉手当の支給割合を0.05月分引き
上げ──する内容。これにより、今回の人
事院勧告での人件費の総額は、全体で約
60万円の減額となります。

吉
田
さ
ん
を
人
権
擁
護
委
員
に
再
推
薦

平
成
十
八
年
三
月
三

十
一
日
に
任
期
満
了
と

な
る
人
権
擁
護
委
員
の

吉
田
徳
右
エ
門
さ
ん

（
六

八

）
＝
船
越
＝
を
、

同
委
員
候
補
者
と
し
て

再
推
薦
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。
任
期
は

三
年
間
で
す
。

吉田徳
とく

右
う

エ
え

門
もん

さん
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に
よ
る
環
境
影
響
評
価
の
実
施

―
―
を
求
め
る
も
の
で
す
。

こ
の
他
、
五
件
の
意
見
書
が

発
議
さ
れ
、
政
府
関
係
機
関
へ

提
出
さ
れ
ま
し
た
。


